
 

 

 

 

 

  
～きいてわかる！あなたのまわりの災害リスク～ 

「耳で聴くハザードマップ」で 
視覚に障がいのある方の避難行動を支援します！ 

 
ハザードマップを目で見て確認することが難しい視覚に障がいがある方等の避難行動

を支援するため、音声読み上げアプリ（「Uni-Voice Blind（ユニボイス ブラインド）」）

をスマートフォン等にインストールすることで、端末の位置情報をもとに、現在地の災害

リスクを読み上げ、現在地の気象情報や避難所情報を提供できる音声ハザードマップアプ

リサービスを導入します。 
 
１ 導入の効果 

自宅や学校、勤務先など、よく行く場所の災害リスク情報を事前に収集できるよう支 

援し、視覚に障がいがある人や文字が見えづらい高齢者の方々に対して、災害時にいち 

早く情報を届けることで、迅速で安全な避難行動につなげます。 
 
２ 主な搭載機能 

 ・スマートフォン等の GPS 機能と連携した現在地や周辺の災害リスク情報（洪水、内水、

高潮、土砂災害、津波）の読み上げ 

 ・現在発生している、警報、注意報、避難情報等の読み上げ 

 ・避難所開設情報の読み上げ 
 
３ サービス開始日 

  令和７年８月８日（金） 
  
４ 利用方法 

別紙チラシのとおり  

 

５ 利用料 

  無料（インストールや利用に伴う通信料は利用者の負担になります） 
 
６ アプリについて 

【アプリ名】   Uni-Voice Blind  

【アプリ概要】 視覚に障がいがある人等を対象に、音声コードを読み取り、

情報を音声で提供するスマートフォンアプリです。 

【開発・運用】 Uni-Voice 事業企画株式会社 

【企画・監修】 特定非営利活動法人 日本視覚障がい情報普及支援協会（JAVIS) 

 
※スマートフォンの「音声読み上げ機能」「画面非表示機能」により、画面非表示の状態でもスワイプやタップでの操

作と音声読み上げにより操作をすることができます。 

※代表的な画面非表示の機能：iPhone「VoiceOver、スクリーンカーテン」、Android「TalkBack、画面の非表示機能」 
 

お問合せ先 

総務局地域防災課長 河合 良太郎 Tel 045-671-4095 
 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

令 和 ７ 年 ８ 月 ５ 日 
総 務 局 地 域 防 災 課 

画面イメージ 

アプリのダウンロードはこちらから 



 

  

 

 

◀ 詳細は裏面へ 

目の不自由な方の“災害への事前の備え”にも 

「耳で聴くハザードマップ」 

Uni-Voice 

横浜市内の 

ハザードマップが 

音声で聴けるよ！ 

 

この場所の住所は神奈川県横浜市●●区●町●番地● 

です。標高は 2 メートルです。  

この場所は、最悪の場合、洪水による浸水が発生して、

その深さが 0.5 メートルから 3 メートルになることが 

想定されています。 

横浜市危機管理室公式キャラクターみなモル 横浜市危機管理室公式キャラクターハマらび 

右のコードは、音声コード Uni-Voice です。 

「Uni-Voice Blind」アプリで読み取ると、 

このちらしの内容を音声で聞くことができます。 

アプリをインストールしてお試しください。 



      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●  お問合せ先 

横浜市総務局危機管理室地域防災課 

TEL : 045-671-3456    

 

災害時に確認する情報 平常時に確認する情報 

 

ご 利 用 方 法 

アプリに関するお問合せ先 

    Uni-Voice 事業企画株式会社 

     MAIL : info@uni-voice.co.jp 

 

提 供 さ れ る 情 報 

下の音声コード Uni-Voice を「Uni-Voice Blind」

アプリで読み取ると、この面のチラシの内容を音声

で聞くことができます。 
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